
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和4年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師８０％
以上

・教職員間でマイプランを共有するととも
に、校内研修等により取組の促進を図
る。 B

・学力向上対策評価シートを意識し、生徒の実
態に即した授業実践に取り組んでいる。今後
は、タブレット端末を活用した授業実践の促進
が必要である。

B
・タブレット端末を活用した授業実践の推進に
個人差があった。来年度は、今年度以上に有
効な活用ができるよう研修等を実施していく。 A

・タブレット端末を活用した授業に関しては、積
極的に行ってもらいたいが、同時に情報モラ
ル教育も必要である。

・教務主任
・学力向上対策コーディ
ネーター
・教育情報化推進リーダー

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○学校行事、生徒会活動、係活動等に
積極的に取り組んでいると答える生徒の
割合を７０％以上にする。

・定期的にGWTやエンカウンター、アサー
ションを取り入れ、互いを認め合う授業に取
り組む。
・生徒・教師・保護者による挨拶運動を実施
する。
・ボランティア活動を活性化する。

A

・学校行事、生徒会活動、係活動に積極的に
取り組んでいると答えた生徒の割合は、９５．
５％と高くなっている。特に行事に関しては、意
欲的に取り組むことができているため、今後も
継続を目指していく。

A

・学校行事、生徒会活動、係活動に積極的に
取り組んでいると答えた生徒の割合は、最終
的に９１．５％であった。年間を通して、9割以
上の生徒が、意欲的に行事や活動に取り組む
ことができた。

A

・子どもたちが自主的に活動に取り組む教育
活動に力を入れ、実践できている。9割以上の
生徒が意欲的に取り組んでいるため、今後も
継続した取組を行ってほしい。

・研究主任
・道徳教育推進教師
・人権・同和教育担当者
・各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇学校が楽しいと答える生徒の割合を８
０％以上にする。

・年２回のhyper-QUの実施の分析・考察を
行う。
・いじめアンケートや心の健康アンケート、
日記・学活ノートを通して、早期発見や早期
対応を適切に行う。

A

・学校が楽しいと答える生徒の割合は、９７％
と非常に高くなっている。各学年担任を中心と
して、生徒ひとり一人に寄り添った支援ができ
ている。

A

・学校が楽しいと答える生徒の割合は、最終
評価の段階では、８７．３％であった。年間を
通して、担任を中心として、学年集団で生徒に
寄り添った支援ができていた。

A

・いじめの認知件数もあったが、約9割の生徒
は学校が楽しいと答えているため、日頃の取
り組みを評価することができる。今後も継続し
てほしい。

・生徒指導主事
・各学年主任

◎生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動の推進

◎「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をする生徒を７０％以
上にする。

・全ての教科や学校行事を通してキャリ
ア教育を充実させ、夢や目標について自
ら考えさせる時間や場面を設ける。 B

・「将来の夢や目標を持っている」と肯定的な
回答をした生徒の割合は、約８０％となってい
る。今後もさらにキャリア教育を充実させてい
く必要がある。

A
・将来の夢を持っていると肯定的な回答をした
生徒の割合は、約８０％となっている。目標数
値の７０％を超えているが、今後夢を持つ生徒
の割合１００％を目指していく。

A
・中学生で将来の夢を持つことは、非常に難し
いと思うが、ぜひ100％を目指してキャリア教
育を推進していってほしい。

・教務主任
・各学年主任

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える
児童生徒８０％以上

・「早寝、早起き、朝ごはん」の大切さを
多くの場面で意識させ、自己の健康管理
に活かせるようにする。 A

・「健康のために食事は大切である」と答えた
生徒は、９８．５％となっている。今後も、家庭
と連携し、食育の充実を図り、１００％を目指し
ていく。

A

・「早寝・早起き・朝ごはん」ができている生徒
は、８４．７％であった。この項目の実現のため
には家庭との連携が不可欠なため、今後も啓
発活動を継続していく必要がある。

B

・コロナ禍のため、子どもたちの体力の低下を
心配している。健康維持のために、食事と同
時に体力面の強化も行ってほしい。何事にも
粘り強く取り組む生徒を育成してほしい。

・食育担当教員
・家庭科担当教員
・養護教諭

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・毎週水曜日の定時退勤日の設定。
・週二日の部活動休養日の設定。
・学校閉庁日（8/13～8/15）の設定。 D

・定時退勤日の設定をしているが、徹底するに
は至っていない。月45時間以上の時間外勤務
をしている職員が多い現状があるため、改善
が必要である。

B
・毎週水曜日の定時退勤日の設定は業務上、徹
底は出来ていないが、部活動終了時刻が早い時
は、早めに退勤する職員が増加した。週二日の部
活動休養日は、実現できている。

B
・毎日の業務や部活動指導など、日々の取組
に感謝しています。 ・管理職

○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○生徒指導・教育相談の確
立

○生徒指導の重点指導方針を活かした
自己指導力の育成
〇個に応じた支援の推進

○自分のことが好きだと答える生徒の割
合を７０％以上にする。
〇先生に困ったことや悩みを相談できる
と答える生徒の割合を７５％以上にす
る。

・生徒会と連携し、生徒の主体的な活動を
位置づける。
・学校教育目標を意識し、「みんなが楽しい
とは？」ということを生徒に問いながら、全職
員で、生徒同士、生徒と教師が繋がり、互い
に尊重し合う態度を育成する。

C

・自分のことが好きだと答えた生徒の割合は
約７０％であるが、学年によって差があるた
め、自己肯定感を高める取り組みが必要であ
る。先生に悩みを相談できる生徒の割合は約
８５％であった。

B

・みんなが楽しい学校にするために、生徒会
が中心となって活動や呼びかけを行うことがで
きた。職員は生徒に寄り添いながら生徒の主
体的な活動を支えることができていた。 A

・生徒会を中心に、みんなが楽しい学校にす
るために取り組んでいることは素晴らしい。今
後も、学校が楽しいと思える教育環境を整え
てほしい。

・生徒指導主事
・教育相談主任
・生徒会担当教員

○保護者・地域に信頼され
る学校づくり

○学校安全管理に基づく危機管理体制
の整備
〇学校公開と情報提供の推進

○災害発生時に対応できる実践的な避
難訓練を定期的に行う。
〇学校教育目標の周知率を９０％以上
にする。
〇携帯掲示板のアクセス数を１００以上
にする。

・原子力防災、火災、地震、不審者対応等
の避難訓練の実施。
・新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえ
ながら、保護者や地域の方々が参加しやす
い学校行事を工夫する。
・適時、携帯掲示板を活用し、情報を発信す
る。

B

・避難訓練については、計画通りに実施でき
た。保護者の要望が多い、行事の実施につい
ては、体育大会・文化発表会とも通常開催に
近づけていく方向で実施できた。今後も新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策をとりながら、
学校行事を実施していく必要がある。

A

・行事については、保護者の要望を取り入れ
ながら実施することができた。今後、卒業式に
ついても、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策をとりながら、できるだけ保護者の要望に
応える形で実施する方向である。

A

・今後は、行事の縛りも少しずつ緩くなっていく
と考えられるので、できる範囲で子どもたちの
ために実施をしてほしい。

・管理職
・安全教育担当教員
・情報教育担当教員

○
○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・ ・ ・

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全職員が、生徒に寄り添いながら生徒の主体的な活動を支えているため、「学校行事等に積極的に取り組んでいる生徒」「学校が楽しいと答えた生徒」が約9割と大変高くなっており、全体的に落ち着いて教育活動に取り組めている。そのため、問題行動等も前年度に比べ減少し
てる。また、生徒会が中心となり、「みんなが楽しい学校」をつくるために自主的な活動に取り組んでいるため、生徒会活動が活性化している。
・学力向上や不登校生徒への対応、人権意識の向上など、課題もあるため、現状を把握し改善に向けての取り組みを進めていく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・自主的な生徒会活動が活発になったことや、全職員が共通理解し、組織的な生徒指導の実践、開発的な生徒指導行ったことで、問題行動は減少したが、生徒間トラブル、不登校生徒への対応等、課題は多い。

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策による行事等の削減により、昨年度は小中連携しての研修が不十分であった。そのため、９年間をスパンとした学力向上に向けての具体的取組が充分だったとは言い難い。また、人権教育についても小中連携、家庭や

地域と連携した取組にさらに力を入れる必要があると考える。

２　学校教育目標 「感謝の心を持ち、自主・自立に向かう生徒の育成」～みんなが楽しい学校に～

３　本年度の重点目標

⑴授業改善を図り、自ら学ぶ生徒の育成　　⑵自分から挨拶ができる生徒の育成

⑶安心して、学び生活できる集団を作る生徒の育成

⑷ボランティア精神にあふれた生徒の育成　　⑸部活動の活性化

学校名 唐津市立海青中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


